
1983年 出上の木簡

奈
良
・
平
城
宮

・
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
華
寺
町
、
大
和
郡
山
市
観
音
寺
町

・

九
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
東
朝
集
殿
推
定
地
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
四
月
ぞ

八
月
、
第
二
次
大
極
殿
院

。
内
裏
東
方
官
衡
地
区
　
一
九

八
四
年

一
月
ｉ
四
月
、
右
京
九
条
大
路
　
一
九
八
三
年
七

月
、
右
京
八
条

一
坊
十

一
坪
　
一
九
八
三
年
四
月
１
六
月
、

左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
　
一
九
八
三
年
八
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡
、
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
イ
平
安
時
代
初
期

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第

一
次
東
朝
集
殿
推
定
地

（第
一
五
〇
次
調
査
）

調
査
区
は
第

一
四
六
次
調
査
区
に
南
接
し
、
第

一
次
東
朝
集
殿
推
定
地
の
東

辺
に
あ
た
る
。
主
な
遺
構
は
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
築
地

一
条
、
石
組
暗
渠

一
基
、

木
樋
施
設

一
基
、
構
五
条
、
井
戸
三
基
、
土
羨
八
基
な
ど
で
あ
る
。
検
出
遺
構

は
古
墳
時
代

（Ａ
期
）
と
奈
良
時
代
に
大
別
さ
れ
、　
さ
ら
に
奈
良
時
代
は
五
期

（Ｂ
ｉ
Ｆ
期
）
に
分
け
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
最
古
の
Ｂ
期
で
は
、
宮
造
営
当
初
に

第

一
次
大
極
殿
地
域
の
東
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
七
六
五

が
調
査
区
東
部
を
南
流
す
る
。
幅
約

一
。
Ｏ
ｍ
、
深
さ
約
○

。
三
ｍ
。
堆
積
層

は
三
層
に
わ
か
れ
、
最
下
層
か
ら

「□
少
志
佐
伯
」
な
ど
木
簡
の
削
屑
が
三
三

点
出
土
し
た
。
推
定
第

一
次
朝
堂
院
の
造
営
時
期
に
あ
た
る
Ｃ
期
に
は
、
こ
の

溝
は
機
能
を
停
止
す
る
。
次
の
Ｄ
期
は
推
定
第

一
次
朝
堂
院
を
区
画
す
る
掘
立

柱
塀
を
築
地
に
改
作
し
た
時
期
に
推
定
で
き
、
そ
の
東
面
区
画
塀
の
南
延
長
上

に
本
調
査
区
を
南
北
に
走
る
築
地
が
築
か
れ
た
が
、
第

一
四
六
次
及
び
今
次
調

査
を
通
じ
、
そ
の
内
郭
に
建
物
が
存
在
し
た
形
跡
は
な
い
。

一
一　
第
二
次
大
極
殿
院

。
内
裏
東
方
官
衛
地
区

（第
一
五
四
次
調
査
）

調
査
区
は
第
二
次
大
極
殿
院

・
内
裏
東
外
郭
の
東
に
あ
た
り
、
第
四
〇
次
調

査
で
確
認
さ
れ
た
四
囲
に
築
地
を
め
ぐ
ら
す
埠
積
基
壇
建
物
群
は
す
ぐ
北
に
接

す
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
礎
石
建
物
二
棟
、
築
地

三
条
、
掘
立
柱
塀
八
条
、
溝
五
条
、
土
羨
二
基
な
ど
で
あ
る
。

調
査
区
の
西
端
に
は
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
が
南
北
に
貫
流
し
、
こ
れ
に
内

一異
内
郭
か
ら
流
出
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
が
合
流
す
る
。
ま
た
東
部
で
は

南
隅
に
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
と
、
そ
れ
に
接
続
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇

〇
を
検
出
し
た
。
南
端
で
は
二
棟
分
の
礎
石
建
物
の
北
側
柱
列
と
、
そ
れ
を
と

り
囲
む
築
地
の
一
郭
、
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
注
∈
木
樋
暗
渠
Ｓ
Ｆ

一
一
五

〇
四
が
検
出
さ
れ
、
大
極
殿
東
方
官
衛
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
区

中
央
部
は
南
北
幅
約
二
Ｏ
ｍ
の
空
閑
地
で
あ
り
、
宮
の
東
辺
に
ま
で
道
路
と
し

て
続
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。



木
簡
は
合
計
二
〇
五
七
点
が
出
上
し
た
が
、
こ
の
う
ち
削
屑
が

一
二
九
八
点

を
し
め
る
。
出
土
遺
構
別
内
訳
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら

一
八
九
四
点
（う
ち
削
暦

一
二
〇
六
点
）、
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
か
ら
七
〇
点

（四
〇
点
）、
Ｓ
Ｘ

一
一
五
〇
四
か

ち

一
五
点

（
一
〇
点
）、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
七
〇
点

（四
二
点
）、
Ｓ
Ｄ

一
一
六

〇
〇
か
ら
八
点
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
は
内
裏
東
方
を
南
北
に
貫
流
す
る
基
幹
排
水
路
で
あ
り
、
第

二

一
。
一
二
九

。
一
三
九
次
調
査
な
ど
第

一
五
四
次
よ
り
上
流
域
で
は
上
端
幅

一
冨

、
深
さ

一
。
四
ｍ
前
後
、
両
岸
を
玉
石
で
護
岸
し
た
石
組
溝
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
は
幅
約
六
ｍ
で
、
人
頭
大
の
玉
石
積
が
Ｓ
Ｄ
四
二
四

〇
と
の
合
流
点
付
近
の
東
岸
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
か
な
り
様
相
が
異
な
る
。
推

積
層
は
大
き
く
七
層
に
分
か
れ
、
下
か
ら
第
二
層
め
か
ら
天
平
二
ｉ
四
年
、
第

三

。
四
層
か
ら
天
平
五
ｉ
天
平
神
護
三
年
、
第
五

。
六
層
か
ら
延
暦
二
ぞ
三
年

の
年
紀
の
あ
る
木
衛
が
出
上
し
、
最
上
層
か
ら
は
隆
平
永
宝
と
と
も
に
九
世
紀

前
半
の
上
器
が
見
つ
か
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
四
二
掴
○
は
内
裏
内
郭
に
端
を
発
し
東
流

し
て
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
合
流
す
る
排
水
路
で
、
第
三
三
次
調
査
で
は
凝
灰
岩
の

切
石
組
と
推
定
さ
れ
た
が
、　
今
回
検
出
部
分
は
素
掘
り
で
あ
り
、　
西
端
で
幅

二

・
四
ｍ
、
合
流
地
点
で
は
六
ｍ
に
ひ
ろ
が
る
。
深
さ
は
一
。
Ｏ
ｉ
二

・
三
ｍ
。

木
簡
は
合
流
点
付
近
で
多
数
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
石
積
の
南
端

で
は
大
極
殿
東
外
郭
の
東
門
に
心
を
合
わ
せ
て
新
旧
二
時
期
の
橋
脚
が
検
出
さ

れ
た
が
、
こ
の
近
辺
に
は
削
屑
を
多
量
に
含
む
木
屑
層
が
あ
り
、
本
溝
出
上
の

木
簡
の
大
半
に
あ
た
る
一
四
〇
〇
点
以
上
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
筒
は
出

土
地
点

・
内
容
か
ら
み
て
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
木
樋
暗
渠
Ｓ
Ｘ

一
一
五
〇
四
は
、
今
次
検
出
の
大
極
殿
東
方
官
衡
内
か

ら
、そ
の
西
面
築
地
を
北
端
で
ぬ
け
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
注
ぐ
。
底
板
の
下
か
ら

は
平
城
官
Ⅲ
（天
平
一
七
年
１
天
平
勝
宝
年
間
）
の
軒
丸
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
は
第
二
二
次
南

。
二
九
次

・
三
二
次
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
て
い
た
、
東
院
地
区
の
西
を
限
る
基
幹
排
水
路
で
あ
る
。
幅
四

・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
。
当
初
素
掘
り
で
あ

っ
た
の
を
、
後
に
西
岸
の
み
径
○

・
五
ｍ
大
の
玉
石 平城官跡第154次調査木簡出土地点図



1983年 出上の木簡

を
二
を
五
段
積
み
、
東
岸
は
杭
で
護
岸
し
て
い
る
。
こ
の
溝
は
北
端
で
東

へ
折

れ
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
は
幅
五

・
八
ｍ
、
深
さ

一
ｍ

の
素
掘
り
の
濤
で
、
小
規
模
な
橋
が
か
か
る
。
両
溝
の
堆
積
は
二
層
に
分
か
れ
、

下
層
か
ら
は
天
平

一
六
年
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
、
お
よ
び
和
同
開
蕗

・
万
年
通

宝

・
神
功
開
宝
が
、
上
層
か
ら
は
隆
平
永
宝

・
富
寿
神
宝
と
と
も
に
九
世
紀
前

半
代
の
灰
釉
陶
器
が
出
上
し
た
。
木
筒
は
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
で
は
両
層
か
ら
、
Ｓ

Ｄ

一
一
六
〇
〇
で
は
下
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

各
溝
か
ら
は
木
筒
と
と
も
に
多
量
の
瓦
簿

・
土
器

。
木
製
品
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
墨
書
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
特
に
墨
書
土
器
は
三
二

〇
点
余
に
及
が
。
そ
の
内
容
は
「
大
膳
」
「
右
寮
」
「
官
職
」
「
近
衛
府
」
「勅
旨
」

「
内
舎
人
」
「
取
長
」
（以
上
Ｓ
Ｄ
一一七
〇
〇
）
「
政
所
」
（
ｓ
Ｄ
四
一一四
〇
）
「
木
工
」

（
Ｓ
Ｄ
一一一四
一
〇
）
な
ど
官
司

・
官
職
を
示
す
も
の
の
ほ
か
、
「
杓
杞
」
「
絶
」
（
Ｓ

Ｄ
一一七
〇
〇
）
「菜
」

（
ｓ
Ｄ
四
一一四
〇
）
「
相
摸
國
／
石
□
」

「
足
」
（
Ｓ
Ｄ
三
四
一

〇
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。　
ま
た
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
か
ら
は
眼
病
の
治
療
に
用
い

た
ら
し
い

「左
目
病
作
／
今
日
／
今
□
」
と
記
し
た
人
形
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
右
京
九
条
大
路

（第
一
二
五
次
補
足
②
調
査
）

本
調
査
は
右
京
九
条

一
坊
五
坪
の
地
に
お
い
て
、
県
道
城
廻
り
線
建
設
に
伴

う
も
の
と
し
て
行
わ
れ
、
九
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
と
土
羨
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
を
検

出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

。
一
ｍ
を
測
り
、
北
岸
を
ツ
ガ

ラ
ミ
で
護
岸
す
る
。
堆
積
層
は
上
下
三
層
に
わ
か
れ
、
下
層
か
ら
木
簡

一
点
が

出
上
し
た
。　
一
方
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
の
北
に
掘
ら
れ
た
、
東
西
六
ｍ
、
南

北
二

・
八
ｍ
、
深
さ
○

。
五
ｍ
の
上
羨
で
、
埋
土
中
か
ら
木
筒
三
点
と
と
も
に

平
城
官
狂

（七
一一五
年
前
後
）
の
土
器
な
ど
が
出
上
し
、
京
造
営
時
の
ご
み
捨
て

穴
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
右
京
八
条

一
坊
十

一
坪

（第
一
四
九
次
調
査
）

本
調
査
は
大
和
郡
山
市
が
同
市
九
条
町
に
計
画
し
た
塵
芥
処
理
場
予
定
地
の

事
前
調
査
で
あ
る
。
調
査
区
は
右
京
八
条

一
坊
十

一
坪
の
一
部
と
、
西

一
坊
坊

間
大
路
に
ま
た
が
る
が
、
十

一
坪
内
は
中
世
の
土
取
り
の
た
め
奈
良
時
代
の
遺

構
は
大
半
が
破
壊
さ
れ
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
塀
五
条
、
溝
三
条
、
道
路

一
条
、

井
戸

一
基
、
土
娠
六
基
な
ど
を
検
出
し
た
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
西

一
坊
坊

間
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
二
〇
か
ら

一
八
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
同
溝
は
上
面

幅
五

。
五
ｉ

一
一
ｍ
、
底
面
幅
三
Ｌ
八
ｍ
、
深
さ
約

一
。
五
ｉ

一
・
七
五
ｍ
あ

り
、
道
路
側
溝
と
し
て
は
き
わ
だ
っ
て
大
き
く
、
運
河
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
時
期
区
分
は
概
ね
三
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
Ａ
期
の
濤
は
京

造
営
当
初
の
濤
で
堆
積
層
は
な
い
。
Ｂ
期
は
両
岸
を
暗
灰
色
粘
土
で
護
岸
し
、

一
部
で
ン
ガ
ラ
ミ
も
検
出
し
て
い
る
。
溝
幅
は
Ａ
期
よ
り
二
ｉ
三
ｍ
狭
く
な
る
。

護
岸
の
粘
土
層
か
ら
は
平
城
宮
Ⅱ

。
Ⅲ
の
上
器
が
出
土
し
た
。
Ｃ
期
は
奈
良
末

ｉ
平
安
初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
す
べ
て
Ｂ
期
の
堆
積
土
中
か
ら
出

上
し
た
。
ま
た
六

一
五
点
に
及
ぶ
墨
書
土
器
も
出
土
し
、
そ
の
銘
に
は

「
林
」

盆

二
点
）
「
大
宅
」
０
一点
）
「
民
使
」
の
よ
う
な
氏
の
名
、
「
萱
月
女
」
「
真
刀

自
」

「
□
年
女
」

全
一点
）

な
ど
の
女
性
名
の
ほ
か
に
、

「
南
家
」
命
一点
）
「
政

所
」
「
余
戸
郷
／
道
□
□
部
／
鳴
□
万
呂
」

「右
京
」

「
□
□
／
九
く
八
十

一
／



□
」
な
ど
が
あ
る
。

な
お
同
溝
か
ら
大
量
に
出
上
し
た
遺
物
の
中
に
は
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
人
面
や
墨
線
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
を
描
い
た
土
器
が
五

〇
九
点
あ
り
、
木
製
品
に
は
人
形

・
矢
形

。
刀
形

。
馬
形

。
斎
串
な
ど
が
あ
る

が
、
人
形
に
は

「新
羅
□
近
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
土
馬

。
模

型
カ
マ
ド
、
青
鋼
製
鏡

・
鈴
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
と
り
べ

・

輔
羽
日
・
砥
石
な
ど
鋳
造
関
係
遺
物
、
総
数
九
八
点
に
の
ば
る
和
同
開
務

・
万

年
通
宝

・
神
功
開
宝
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
九
二
〇
の
西
で
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
三
〇
を
検
出
し
た
が
、
こ
の

埋
土
中
か
ら
は

「急
々
」

「
々
如
律
令
」
と
記
し
た
二
点
の
墨
書
土
器
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
の
上
器
に
呪
句
と
符
篠
が
記
さ
れ
た
も
の
と
し

て
は
初
め
て
の
例
で
あ
る
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪

（第
一
五
一
十

一
一
次
調
査
）

ホ
テ
ル
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
本
調
査
で
は
東
西
ニ
カ
所
の
発
掘
区

を
設
定
し
た
が
、
西
区
か
ら
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
西
区
で
検
出
し
た
主

な
遺
構
に
は
奈
良
ｉ
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
溝
五
条
、
木
樋

一
基
、

道
路

一
条
、
上
羨
三
基
、
お
よ
び
鎌
倉
時
代
以
降
の
上
取
り
の
上
羨

一
三

一
基

が
あ
る
。
木
簡
の
出
上
し
た
の
は
十
二

・
十
三
坪
の
坪
境
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二

七
四
〇

（
三
点
）
と
、
中
世
の
上
羨
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇

（
一
点
）
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
二

七
四
〇
は
幅
三
ｍ
、
深
さ
は
西
幅
二
ｍ
部
分
で
○

・
七
ｍ
、
東
幅

一
ｍ
部
分
で

○

・
三
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
二
七
七
〇
自
体
は
中
世
の
上
羨
で
あ

る
が
、
出
土
し
た
木
衛
は
内
容

・
書
体
か
ら
み
て
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
り
、

土
取
り
に
際
し
付
近
の
上
中
か
ら
土
羨
に
入
り
こ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一
一　
第
二
次
大
極
殿
院

。
内
裏
東
方
官
衛
地
区

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ω
　
。「留守
内竪
八人
献
献
鉛斬
呂
　膀彫
製
靭
×

。「　　　
　　　
　　
□
□□
　
　
　
　
　
（ＰＳ
入０
ミ
ｏ曽

②
　
名
西直
人
六人
肱
緋
�棘
呂
　酢
絡榔
蛉醜
」

。
「‐嶽

触
彪
妨
呂
　
　
　
二
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］⇔『
ｘ
∞『
×
、　
ＯＥ

①
　
。
「泉
内
親
王
官
　
出
物
□
□
□
」

。
「
　
　
九
月
十
五
日
　
　
　
　
」
　

　

　

　

］いマ
含
∀
ぃ
目

①

　

「
大
庭
縣
万
呂
河
内
国
丹
比
郡
人

坂
合
部
女
王
資
人
申
送
己
」

∞
∞
解
Ｘ
�
�
Ｘ
ミ
　
〇
牌
Ｐ

Ｏ
　
・史
生
安
都【酢
乾
　
　
　
　
　
　
」

。
紗
毬
Ｍ
酸
見
雑
姓
酔
臣
朝
臣
□

　
」
　
　
　
　
（μゝ
〕）
×
（駕
）
ｘ
］
ｏ∞Ｐ

⑥

　

中
官
職
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
（じ

溢

ｏ驚
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名
侍
徒
正

（
五
載
耳
石
川
朝
臣
名
人
　
徒
七
位
下
石
川
宿
奈
麻
＝

＝
呂
　
右

一
人

」

。
「
　

□

　

□

縫
殿
寮
助
正
一ハ
位
則

文
己
心
嗣

判

　
　
　
　
　
　

回
」

伽
〇⇔
Ｘ
（中
り）
×
枷
　
〇
∞
μ

。
ｘ
殿
寮
解
申
請
火
事

〔欧
鹿
正
六
位
上
三
野
臣
枚
田
　
」

・　
　
天
平
勝
賓
三
年
□
月
□
□
　
一日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
田
Ш

」

（ω卜
Φ
）
×
（∞∞
）
×
∞　　
〇
∞
ド

・「珠一□進人醸鰯醐螂報鳴右×

名
□
□
稲
君
　
津
日
回
宮
内
省

右
位
子
　
　
合
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（亀
∀
懲
読

ｏ‘

「
大
炊
受
助
允
　
内
　
　
　
　
　
　
【万
呂
〕

□
　
　
　
　
一膳
　
醜
田
剛
剛
剛
剛
□

」
やトト
×
（やや）
×
∞　
〇∞Ｐ

名
返
抄
諸
上
進
薪

」

∴

薦

井
□
□
　

　

五
月
十

年

瑠

マ
醒

〆

酢
」

］Φヽ
×
（じ

溢

寓
μ

名
内
兵
庫
受
□
×

名
□
□

（∞Ｏ）
×
（中
μ）
×
μ　　
Ｏ∞
μ

「
左
兵
衛
府
移
　
中
衛
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
（騒
ｙ
μ貿
ω
昌

名
合
自
正
倉
給
下
円
坐
七
十
六
枚
之
中
酪
醒
朋
制
＝
則
酬
吼
叫
蜘

。
「　
　
　
　
　
延
暦
二
年
二
月
十
三
日
□
回
又
□
□
　
　
　
ｏ」

∞
Ｎ
Φ
Ｘ
］
∞
Ｘ
伽
　
〇
卜
Ｐ

・×□□□未　購勘帥醸鞠鞠枷馴即瑯題韓蜘帷便」

。　
　
ｘ
□
過
時
嗽
鹿
紗

一
剛
□
廣
海
連
福
成
　
　
　
　
」

（や⇔⇔）Ｘ
、∞
Ｘ
∞　
〇∞μ

名
合
進
麻
丁

一
人
　
土
師
商
人
　
讃
岐
国
人
三
木
郡

」

。
「　
　
　
　
延
暦
二
年
二
月
十
九
日
物
部
又
床
呂
　
」

囀
ミ
∞
×
ヽ
Ｐ
Ｘ
ω
　
Ｏ
μ
Ｐ

。
ｘ
ぼ

地

が

事

合

浮

浪

□

ｘ
　

　

　

　

　

　

（偲

）
ｘ
（５

澁

寓
μ

名
＜
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穀
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野
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コ
仕
十
五

掘
押
幕
嵐
兇
製
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指
向
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｒ
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ｘ
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×
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豆
国
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郡
賀
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豆
国
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郷
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栖
調
荒
堅
魚
十

一
＝

＝
斤
十
両
七
連
八
節

天
平
五
年
九
月
」
　
　

　

　

　

∞∞ダ
］寝
∞
ｏＨ

名
＜
伊
豆
国
田
方
郡
久
窪
郷
坂
本
里
戸
主
津
守
部
士
諸
戸
口
＝

＝
日
下
部
床
足
調
丞
酔
杞

名
＜
八
連
三
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
二
年
十
月

（や『∞）×
∞μ×
∞　　〇∞Φ

「＜
伊
豆
国
那
賀
郡
丹
科
郷
多
具
里
物
部
千
足
調
荒
口
日
日
＝

＝
日
日
日
日
九
連

一
九

〔・「「一̈
山十一“
巨日却ノくヽ
」　　　　　　　　　　　　　∞Ｈ⇔

×
］〇
×
∞　　〇∞μ

「
＜
伊

豆
国
那
賀

郡

丹
□

□

多
□

□
□

□
□

日
回

□

□

＝

＝
日

劃

勘

力平連
一
軌

九
月

／く＼」
　
　
　
　
　
　
∞やヽ
×
∞μ
Ｘ
∞
　
〇∞ト

「＜
播
磨
国
宍
栗
郡
三
方
里
大
豆
五
斗
」

比
志
古
三
斗

一
升

「紫
草
捌
袋
主
別
重
五
十
斤
小

付
×

名
□
民
部
収

納
近
江
大
豆
出

名
出
帳

天
平
十
八
年

④
　
二
．神
護
元
年

名
七
月
解

働　　「剛花蛸国

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
三
四
〇

働
　

「成
選
人
名
□
口
Ｈ
日
回

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇

ω
　
・
Ｆ
大
蔵
□
壱
度
四
月
五
日
主
計

」

。
Ｆ
史
生
湯
坐
君
万
呂
　
　
　
」

⑪
　
。
「□
内
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籍
　
少
録
正
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三
野
□
ｘ

名
□
□
□
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□
　
□
□
□
□
□
□
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Ｓ
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一
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□
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Ｈ
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日
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日
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1983年 出上の木簡

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
　
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
出
土
木
筒

の
中
に

は
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
な
ど
を
通

っ
て
内
裏
外
郭
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
内
裏
関
係
の
官
司

。
官
職
名
な
ど
を
記
す
文
書
木
筒
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
る

（ω
を
⑬
）
。
②
の

「
西
」
は
西
宮
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
内
一異
外
郭
部
分
の
上
竣
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
天
平
末
年
頃
の
西
宮
守
衛
に

あ
た
っ
た
兵
衛
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
が
、
そ
の
西
官
と
は
内
一異
の

こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（『平
城
宮
木
簡
一
解
説
』
総
説
）。　
ま
た
平
城
上
皇
時

代
の
内
裏
も
西
宮
と
ょ
ば
れ
、
さ
か
の
ば

っ
て
第
Ⅱ
期
の
第

一
次
大
極
殿
地
域

が
整
備
さ
れ
る
天
平
勝
宝
五
年
以
降
、
そ
の
地
域
が
西
官
と
呼
ば
た
た
可
能
性

も
あ
る
金
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
�
』
本
文
編
）。
②
木
簡
は
天
平
お
よ
び
天
平
宝

字
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
と
同
じ
堆
積
層
中
か
ら
出
土
し
た
こ
と
と
、
出
上
位
置

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
西
官
は
内
一異
の
可
能
性
が
大
き
か
ろ
う
。

①
泉
内
親
王
は
天
智
天
皇
の
皇
女
で
伊
勢
斎
王
に
な
り
、
天
平
六
年
二
月
に

売
じ
た
人
物
で
あ
る
。
⑭
坂
合
部
女
王
は
光
仁
天
皇
の
異
母
姉
に
あ
た
り
、
宝

亀
九
年
五
月
に
売
じ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』

で
は
宝
亀
五
年

一
一
月
以
降
は

内
親
王
と
す
る
。

⑤
ぞ
①
は
中
務
省
関
係
の
官
司

。
官
職
名
の
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他

に
も
図
書
寮

。
陰
陽
寮

。
大
舎
人

。
内
舎
人
と
記
す
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。

①
の
木
筒
に
出
て
く
る
人
物
は
三
人
と
も
他
の
史
料
に
名
前
が
登
場
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
こ
の
木
簡
の
年
代
が
あ
る
程
度
絞
れ
る
。
石
川
宿
奈
麻
昌
は
天
平

宝
字
二
年
九
月

一
八
日
付
「
弓
削
秋
麻
呂
榎
井
祖
足
連
署
啓
」
３
大
日
本
古
文
圭
屋

二
五
巻
二
二
九
頁
）
に
後
に
加
筆
し
署
を
加
え
る
が
、
位
階
は
見
え
な
い
。
そ
の

後
宝
亀
七
年
正
月
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
昇
叙
す
る
時
か
ら
『
続
日
本
紀
』

に
登
場
し
、
以
後
越
後
守

。
摂
津
亮
な
ど
を
歴
任
す
る
が
、
従
七
位
下
の
期
間

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
石
川
朝
臣
名
人
は
河
内
大
嫁

。

造
弘
福
寺
判
官
中
務
大
丞

・
内
蔵
頭

。
少
納
言

・
民
部
大
輔
な
ど
を
歴
任
し
、

天
平
宝
字
元
年
五
月
正
五
位
下
に
な
り
、
同
三
年
六
月
従
四
位
下
に
三
階
昇
叙

し
た
。
し
た
が

っ
て
正
五
位
下
は
そ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、

『続
日
本
紀
』

に
は
当
時
侍
従
で
あ

っ
た
こ
と
は
見
え
な
い
。
も
う

一
人
の
文
忌
寸
伯
床
呂
は

天
平
勝
宝
三
年
五
月
二

一
日
付

「下
総
国
司
解
」
に

「
正
六
位
上
行
塚
」
と
し

て
加
署
し
て
い
る
３
大
日
本
古
文
書
』
三
巻
五
〇
三
頁
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
こ
の

木
簡
は
石
川
名
人
の
位
階
に
よ
り
宝
字
元
年
五
月
か
ら
三
年
六
月
ま
で
の
間
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
文
伯
床
呂
が
正
六
位
上
と
見
え
る
勝
宝
三
年
か
ら
こ
の
木

筒
の
時
期
ま
で
最
低
六
年
あ
る
が
、
五
位

へ
の
昇
叙
の
困
難
さ
を
考
え
れ
ば
不

自
然
で
な
い
。
①
は
主
殿
寮
あ
る
い
は
縫
殿
寮
で
あ
る
。
主
殿
寮
と
す
れ
ば
、

同
寮
が
火
を
請
求
し
た
木
筒
は
こ
れ
ま
で
に
も
大
膳
職
推
定
地
の
土
羨
か
ら
出

上
し
て
い
る

（『平
城
官
木
簡
置

一一号
）。　
し
か
る
に
本
木
簡
に
篤
の
見
え
る
大

属
三
野
臣
枚
田
は
天
平

一
七
年

一
〇
月

一
八
日
付

「
縫
殿
寮
解
」

ら
大
日
本
古

文
書
墜
二
巻
四
六
七
頁
）
に

「
正
七
位
下
行
大
属
」
と
し
て
加
署
し
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
本
木
簡
は
縫
殿
寮
の
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

⑨
ぞ
⑪
は
宮
内
省
関
係
で
あ
る
。
①
に
は
薪
が
見
え
る
。
職
員
令
に
主
殿
頭

の
職
掌
と
し
て

「松
柴
」
が
見
え
、
義
解
が

「謂
、
柴
薪
柴
」
と
す
る
よ
う
に
、



薪
を
つ
か
さ
ど
る
官
司
は
主
殿
寮
で
あ
る
の
で
、
こ
の
木
簡
は
主
殿
寮
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
宮
内
省
関
係
で
は
他
に
典
薬
允
の
木
簡
が
あ
る
。
⑫
⑬

は
内
一異
の
守
衛
に
か
か
わ
る
官
司
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
中
務

・
官
内
省
関

係
木
筒
が
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
省
の
位
置
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

⑭
東
薗
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
名
を
示
す
木
簡
が
三
点
出
上
し
て

い
る
（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
八
』
三
頁
、
『同
十
一
』
一
〇

。
一
六
頁
）。

こ
の
木
簡
で
は
薗
守
と
い
う
職
掌
、
お
よ
び
馬
荷
の
法
の
こ
と
な
ど
が
注
目
さ

れ
る
。
『
概
報
十

一
』

木
筒
で
は
酔
融
が
薬
を
進
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
東
薗
は
典
薬
寮
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑫
は
浮
浪
人
の
逓
送
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
度
か
の
変
遷
の
あ

る
浮
浪
人
対
策
の
な
か
で
、
捕
え
た
浮
浪
人
を
本
貫
地
に
逓
送
し
た
の
は
養
老

五
年
四
月
二
七
日
か
ら
天
平
八
年
二
月
二
五
日
ま
で
と
、
宝
亀

一
一
年

一
〇
月

二
六
日
以
降
で
あ
る
。
当
該
木
簡
は
出
土
堆
積
層
か
ら
し
て
、
前
者
の
時
期
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
東
市
交
易
銭
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
か
つ
て
内
一暴
外
郭
部
の
上
羨
か

ら

「
西
市
交
易
銭
」
３
平
城
宮
木
簡
一
』
四
八
七
号
）
「
西
市
司
交
易
銭
」
（同
四
八

九
号
）
な
ど
三
点
の
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。　
こ
れ
は
西
市
司
を
通
し
て
交
易

を
行

っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。　
今
回
出
上
の
も
の
は

「絶
塵
」

と
い

う
具
体
的
店
舗
と

「
服
部
真
吉
」
と
い
う
市
人
の
名
が
知
ら
れ
、
市
司
を
通
さ

ず
市
人
と
直
接
交
易
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
、
延
喜
東
西
市

司
式
に
は
東
市
の
医
と
し
て

「東
絶
醒
」
が
見
え
、
本
木
簡
と
符
合
す
る
。
東

西
市
で
扱
う
商
品
を
規
定
し
た
延
喜
式
の
規
定
が
奈
良
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ば

る
か
は
疑
間
で
あ
る
が

（大
井
重
二
郎

『平
城
京
と
条
坊
制
度
の
研
究
し
、
延
喜
式

に
見
え
る
隈
名
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

⑩
の
は
工
の
国
別
人
数
を
記
し
た
も
の
で
、
何
ら
か
の
造
営
工
事
に
携
わ
っ

た
二
人
達
の
労
働
編
成
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
木
筒
で
あ
る
。
飛
騨
に
つ
い

て
は
賦
役
令
斐
随
国
条
に
匠
丁
徴
発
の
規
定
が
あ
る
。
⑩
に
は

「斐
太
士
」
と

並
ん
で

「
匠
丁
廿
」
と
あ
り
、
そ
の
上
の

「汁
人
」
は
そ
の
合
計
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
の
匠
丁
は
飛
騨
の
匠
丁
で
あ
り
、
工
は
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
五
人

で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
点
以
外
に
も
同
様
の
国
別
集
計
を
し
た
木
簡
が
数
点
出
土

し
て
お
り
、
工
と
記
さ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
類
似
し
た
内
容
の
も
の
と
し
て

よ
か
ろ
う
。

ω
以
下
は
荷
札
で
あ
る
が
、
今
回
は
伊
豆
国
の
貢
調
荷
札
が
六
点
と
ま
と
ま

っ
て
出
上
し
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
調
荒
堅
魚
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
見
つ
か
っ
て
い
る
伊
豆
か
ら
の
調
の
荷
札
で
品
名
の
わ
か
る
も
の
は
い
ず

れ
も
荒
堅
魚
で
あ
り
、
「
交
易
鹿
堅
魚
」
Ｇ
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
四
ヒ

九
頁
）
と
い
う
も
の
も
あ
る
。　
延
喜
主
計
式
に
も
伊
豆
の
調
品
目
に
堅
魚
が
あ

る
。
同
式
で
は
調
と
し
て
堅
魚
を
出
す
国
に
は
伊
豆
の
他
に
志
摩

・
駿
河
な
ど

八
カ
国
が
あ
り
、
木
筒
で
は
堅
魚
を
貢
進
し
た
国
と
し
て
は
志
摩
（調
▼

遠
江

（中
男
作
物
）
。
駿
河

（調
、
調
煮
堅
魚
も
あ
る
）
が
あ
る
が
、
荒
堅
魚
は
伊
豆
の
み

で
あ
り
、
伊
豆
の
特
産
品
と
考
え
ら
れ
る
。
天
平
十

一
年

「
伊
豆
国
正
税
帳
」



1983年出上の木簡

に
も
調
鹿
堅
魚
が
見
え
る
。
し
た
が

っ
て
国
郡
不
明
の
側
も
伊
豆
と
考
え
ら
れ

よ

９ゝ

。
右
の
例
を
含
め
て
今
回
出
上
し
た
七
点
の
木
簡
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ

る
。
①
長
さ
が
三
五
〇
硼
以
上
の
も
の
が
四
点
あ
り
、
か
な
り
大
き
い
。
幅
も

三
〇
血
以
上
が
五
点
と
広
く
、
か
つ
四
点
ま
で
が
三

一
硼
と
規
格
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
大
型
の
木
簡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
出
土
の
伊
豆
の
調
荒

堅
魚
木
筒
に
も
か
な
り
あ
て
は
ま
る
。
０
田
方
郡
の
口
を
除
き
、
那
賀
郡

・
賀

茂
郡
の
も
の
は
す
べ
て
表
側
に
の
み
文
字
を
記
す
。
そ
の
た
め
下
部
で
は
数
量

や
年
月
日
の
部
分
を
二
ｔ
三
行
に
わ
け
て
書
く
。
０
年
紀
の
わ
か
る
六
点
中
、

働
を
除
い
た
五
点
は
す
べ
て
天
平
五
年
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
∞
以
外
の
六

点
は
Ｓ
Ｄ
四
二
四
〇
と
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
合
流
点
付
近
の
Ｆ
Ｊ
二
七

・
Ｆ
Ｌ
二

七
地
区
で
と
も
に
三
点
ず
つ
い
そ
れ
も
年
代
も
近
い
第
二

・
四
層
か
ら
出
上
し

た
。
こ
の
こ
と
は
６
以
外
の
六
点
は
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
ろ
う
。

①
貢
進
の
月
は
那
賀
郡
が
九
月
、
賀
茂
郡
が

一
〇
月
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
右
の
Ｏ
①
か
ら
国
郡
不
明
の
側
は
那
賀
郡
の
可
能
性
が
高
い
と
言
え

よ
う
。　
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
さ
ら
に
①
那
賀
郡
の
木
筒
は

「
人
名
調
」

ま

で
を
木
筒
の
中
央
に
書
下
し
、

「
荒
堅
魚

・
数
量
」

を
右
側
に
、
年
紀
を
左
側

に
双
行
書
き
に
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
が
多
い
こ
と
を
今
回
出
上
の
木

簡
で
は
指
摘
で
き
よ
う
（明
確
な
の
は
⑫
の
だ
が
、
②
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
い
は

下
部
が
双
行
書
き
で
あ
っ
た
か
、
中
央
に
も
う
一
行
あ
っ
た
か
は
現
状
で
は
不
明
）。

働
―
い
は
題
畿
軸
で
あ
る
。
⑫
近
江
の
大
豆
は
延
喜
民
部
式
で
は
交
易
雑
物

と
し
て
見
え
る
が
、
こ
の
木
簡
の
み
で
は
税
目
は
不
明
で
あ
る
。
何
ら
か
の
税

目
に
よ
っ
て
民
部
省
管
下
に
収
納
さ
れ
た
大
豆
が
、
収
納
後
も
国
別
に
保
管
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
興
味
深
い
。

Ｓ
Ｄ
三
四
一
Ｏ
　

①
門
籍
に
つ
い
て
は
宮
衛
今
官
閤
門
条
に
官
人
が
官
門

・

閤
門
に
出
入
す
る
際
の
門
籍
の
規
定
が
あ
る
。　
一
方
令
集
解
同
条
所
引
の
古
記

に
よ
れ
ば
、
大
宝
令
で
は
官
門
は
中
門
、
閤
門
は
内
門
と
よ
ば
れ
た
。
し
た
が

っ
て
当
該
木
簡
は
、
上

一
字
が
判
読
で
き
な
い
が
、
「
内
門
籍
」

と
読
ん
で
よ

い
な
ら
、
閤
門
に
付
け
ら
れ
た
門
籍
に
か
か
わ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

〓
一　
右
京
九
条
大
路

土
壊
Ｓ
Ｋ
〇
二

①

　

「＜
田
邊
纏
六
十
編
」（刻
字
）
　
　
　
　
　
　
　
牌〕マ
μマ
∞
ｏ駕

②
　
。
「＜
廣
萬
侶
腹
百
連
甲
」

・ぞ
醍
記
侶
復
百
連
甲
」

牌
伽
牌
×

］
Ｐ
Ｘ

∞

　

〇
∞
］

ω
の

「
田
邊
」
が
人
名
か
郷

（里
）
名
か
は
不
明
で
あ
る
。　
同
土
羨
出
上
の

も
う

一
点
の
木
簡
も

「
八
十
〔酬

望
と
い
う
単
位
か
ら
鰻
の
可
能
性
が
あ
る
。
右

京

一
坊
の
九
条
大
路
近
辺
か
ら
鰻
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
に
関

連
し
て
は
、
次
の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
延
喜
左
右
京
式
大
嘗
大
祓
条

で
、
同
大
祓
に
用
い
る
も
の
と
し
て
馬

一
疋
、
剣
九
口
な
ど
と
並
ん
で

「
堅
魚
、

鰻
、
海
藻
各
九
連
」
が
あ
げ
ら
れ
、
「
官
人
率
二坊
令
坊
長
姓
於
羅
城
外
う
東
西

相
対
分
列

（分
註
略
）、　
朝
使
者
坐
二中
央
一南
向
、　
詫
即
解
除
」

と
い
う
式
次



第
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
羅
城
が
羅
城
門
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

羅
城
門
で
行
わ
れ
る
大
嘗
大
祓
に
は
領
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
延
喜
臨
時
祭
式
に
よ
れ
ば
羅
城
御
贖
に
も

「鰻
、
堅
魚
各
八
籠

剃
腰
菅

が

用
い
ら
れ
た
。
前
者
の
九
連
に
比
し
て
②
の
百
連
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
木
簡

と
延
喜
式
を
関
連
さ
せ
る
に
は
問
題
が
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
九
条
大
路
北
側

溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
で
は
人
形
が
、　
ま
た
か
つ
て
す
ぐ
付
近
を
発
掘
し
た
際

（第

一
二

五
次
調
査
）
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
や

西

一
坊
坊
間
大
路
西
側
溝
か
ら
人
形
や
墨
書
人

面
上
器

・
土
馬
な
ど
が
出
土
し
て
お
り

（『平
城
京
九
条
大
路
―
県
道
城
廻
り
線
予

定
地
発
掘
調
査
概
報
Ｉ
Ｉ
も
、
付
近
で
祓
な
ど
の
祭
祀
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
延
喜
式
で
は
諸
祭
祀
に
鰻
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
、
ω

②
木
簡
の
優
は
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

四
　
右
京
八
条

一
坊
十

一
坪

西
一
坊
坊
間
大
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
九
二
〇

①

　

「附
下
田
ネ
廿
口

受
鳥
万
呂

　
　
　
　
　
　
　

（牌ё

溢
貿
ヽ
ｏも

②

　

「＜
千
麻
呂
米
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
聟
伽
ｏ毬

０

　

「
＜

黒

万

呂

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

牌
枷
貿

牌
露

伽

ｏ
駕

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
人
名
は
氏
の
名
が
な
く
、
人
名
の
み
を
記
し
た

も
の
が
多
い
。
②
Ｏ
は
付
札
で
、
彼
ら
が
所
有
な
い
し
管
理
す
る
物
品
の
整
理

の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
　
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪

十
二
。
十
三
坪
坪
境
小
路
東
側
薄
Ｓ
Ｄ
二
七
四
〇

ω

　

「舟
越
海
松

一
古
」
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

μＨ露
ド望
、
目

舟
越
は
志
摩
国
英
虞
郡
船
越
郷
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
郷
か
ら
の
海
松
荷
札

は
こ
れ
ま
で
に
も
出
上
し
て
い
る

（『平
城
宮
木
簡
一菖

二
七
七
六
号
）。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
昭
和
５８
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
概
報
』

（
一

九
八
四
年
）

同

『平
抜
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
十
七
』
盆

九
八
四
年
）

同

『
平
城
京
右
京
八
条

一
坊
十

一
坪
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆

九
八
四
年
）

同

『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
の
発
掘
調
査
』
盆

九
八
四
年
）

岡
田
英
男

「
昭
和
五
十
八
年
度
平
城
官
発
掘
調
査
」
３
奈
良
県
観
光
』
三
三
一

号
　
一
九
八
四
年
）

橋
本
義
則

「
平
城
官
の
発
掘
調
査
」
（同
右
　
一
九
八
四
年
）

山
岸
常
人

「
平
城
京
内
の
発
掘
調
査
」
（同
右
　
一
九
八
四
年
）

（館
野
和
己
）
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